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方法
⑴文献研究を行い、子どもに対して障害理解教育を行う際の留意点を
検討した。
⑵「さかさまになっちゃうの」と「すずちゃんののうみそ」を、小学５年生の
８名に対して読み聞かせ、自由記述の文章で自由な感想を書いてもらう
とともに、個別の対面形式で聞き取りを行った。調査で得られた質的
データはグループ化し、カテゴリーを生成して分析を行った。

結果
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問題の所在と目的
すずちゃんののうみそ
文章による感想では、すずちゃんが「頑張っている」と表現した
児童がいた。障害があるすずちゃんにとっては、他の子どもたち
と同じことをしていても「頑張っている」という印象を受けたのだと
考える。また、すずちゃんの周りの友達や先生に対して「すごい」、
「やさしい」と表現した児童が複数いた。
対面による聞き取りでは、『あらすじ』、『のうみその説明につい
て』、『クラスメイトに噛みつかれたら』について質問した。
『あらすじ』については、多くの児童が「すずちゃんは障害があ
る」と言った内容から語り出した。また、多くの児童が絵本の中で
描かれているすずちゃんの自閉症による行動特性について取り
上げていた。すずちゃんが障害を持っていることや、それによって
他者と違ったことをすることが、強く印象に残ったのだと考える。
『さかさまになっちゃうの』のように、頭から順を追って話した児童
は少なく、思い出した内容から話した児童が多くいた。
『のうみその説明について』は、絵本の中で自閉症ののうみそ
がどのようであるのかを子どもの向けた説明をしている場面につ
いてどう感じたのかを質問した。半数が「わかりやすい」と答え、
残り半数は「わかりにくい」と答えた。
『クラスメイトに嚙みつかれたら』に関しては、多くの児童が「許
す」と答えた。理由として、「障害だから仕方ない」と話す児童が
多くいた。絵本の中ですずちゃんがいかに大変であるか、また、
周りの友達がすずちゃんを許し、仲良くしていると描かれている
ため、障害をもつ人には優しくしなければならないと感じてしまっ
たのではないかと考えた。

さかさまになっちゃうの
文章による感想では、「アルフィーは頑張っている」「何度もれんしゅうを
していてすごい」という内容が多くみられた。繰り返し字を書く練習をして
いる場面が強調して描かれていたためだと考える。また、「困ったり、分か
らないことがあったりする場合は、人に聞くことが大切であると学んだ」と
いう内容も多くみられた。
対面での聞き取りでは、『あらすじ』、『なぜアルフィーは字をさかさまに
書いてしまったのか』、『クラスメイトが字を書けなかったら』について質問
した。
『あらすじ』については、多くの児童が良く内容を覚えており、作品冒頭
から順を追ってストーリーを話していた。また、「アルフィーは字が書けな
い」という内容に多くの児童が言及していた。
『なぜアルフィーは字をさかさまに書いてしまったのか』については、「練
習不足」だと答えた児童が最も多かった。十をさかさまに書いてしまった
背景に学習障害という発達障害があることには、絵本を読んだだけでは、
児童は気づくことが出来ないと考える。何度も練習したら字が書けるよう
になったと描かれているため、努力によって克服できるものであると捉え
てしまっているのだと考える。
『クラスメイトが字を書けなかったら』については、多くの児童が、「教えて
あげる」と答えていた。

考察
絵本を用いて障害理解教育を行う際の留意点は３点あると考える。
①絵本を用いて学ばせたいことを明確にしておく
絵本を読ませることは目的ではなく、手段である。絵本によって児童が
学ぶことは異なるため、絵本を用いて学ばせたいことを明確にしたうえ
で、絵本を選考する必要がある。
②自由に感想を書かせる。または聞き出す。
児童の感想から、もしも障害について偏った捉え方をしてしまっている
ことが分れば、偏りをなくすような知識を伝える必要がある。また、児童
が疑問に思った点や興味を持った点を知ることで、授業をそこから展開
していくことができ、より児童が積極的に参加できる障害理解教育の授
業をすることができると考える。授業の展開をあらかじめ用意しておくた
め、児童が絵本をどのように捉えるかの予想を立てておくことが必要で
ある。
③事前事後指導をきちんと行う。
絵本にすべて頼るのではなく、児童に偏った考えを持たせたままにし
てしまわないために、事前事後指導が必要である。
通常の学校に在籍する障害のある児童が増えており、障害理解教育
の必要性が高まっている。また、社会に出れば、障害のある人もない人
も共に生きていく。障害に対して偏見を持ったまま大人になってしまわな
いように、子どもの頃からの障害理解教育が必要である。
絵本を用いた障害理解教育は、子どもたちに、障害について知り、考
える機会として有効であると言える。しかし、ただ絵本を読ませるのでは
なく、子どもたちの発達段階を考えた目的を設定して、障害理解教育を
行っていくことが必要であると考えた。
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近年、通常の学校で障害のない子どもたちと共に学ぶ、障害を持った子
どもたちが増えてきている。また、通常の学校で障害のない子どもたちが
関わるのは、知的障害、自閉症・情緒障害である子どもが多いと考えられ
る。そのため、知的障害や自閉症等の発達障害に関する障害理解教育
が必要であると考えた。

知的障害や発達障害は、一見しただけでは困っていることが分りにくく、
また、体験型の障害理解教育は行えない。知的障害や発達障害に関して
は、「交流数」は多いものの、障害理解教育は手軽に行うことが出来ない。

他方、読書をすることで直接体験できないことでも疑似体験することが
できる。そのため知的障害や発達障害のように直接体験することが難し
い障害についても、本を用いて障害理解教育を行うことが効果的であると
考えた。また、子どもに対して障害理解教育を行う場合は、文章だけの本
を用いるよりも、挿絵があり、文章が簡潔である絵本がより効果的である
と考えられる。しかし、知的障害や発達障害に関する内容の絵本は多数
存在しており、どのような絵本を選択するか決めるには、実際に子どもた
ちが絵本などの児童文学作品をどう受け止めるのかを知る必要があると
考えた。どのような絵本を選択し、どのようにして障害理解教育へと活用
できるかを検討していきたい。

本研究では、知的障害や発達障害に関する内容の絵本を読んだ児童
の感想をもとに、どのようにして絵本を小学校での障害理解教育に有効
活用できるのかを考察することを目的とした。
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記述例

本人について 11 頑 張 っ て い
る・
すごい

６ ・アルフィーは先生に聞いてがんばって練習しました
・２人(アルフィーとミミ)でがんばって先生と練習していてと
ても頑張っていると思いました

・なんども練習してすごいと思いました
・字を書くときいっぱい練習していたのですごかった
・時間がかかりながらも字の練習をしていてすごいと思った
・それから(誕生日会後)も(練習していて)すごかったです

気持ち ３ ・自分で書いたメッセージを校長先生にわたした時、よろこん
でくれて達成感があった
・アルフィーは先生に教えてもらいたいけどはずかしい
・アルフィーの気持ちがわかる

特性 ２ ・アルフィーは字が書けない
・ミミも字を書けない

周囲について ６ ジャックの言
葉

３ ・アルフィーは自分で先生に質問する勇気がなかったけど、
ジャックが「ねこ先生に聞けばいいんじゃない？」と言われ…
・ジャックめっちゃいいこと言うなと思った

・ジャックがだれもわらわないし分からないことはきいたほう
がいいと言って…

その他 ３ ・仲間がいてやさしくおしえてあげたり、人に聞いてもみんな
笑わなかった。
・アルフィーの友達はやさしい
・みんな仲間がいるからこそ、アルフィーは字をかけたと思う。

学びとなったこ
と

５ 人に聞く・頼
る

４ ・何かわからないことがあってもこまっていることを自分で抱
え込まず、人に頼ることも大切だと思った
・質問するのはこわいことじゃないということを思った
・人にきくことは大切

・アルフィーみたいにこまったことがあったら、先生に聞けば
いいんだと思いました

自分ならどう
するか

・自分も分からないことがあったときはまわりの人をたよりた
い
・分からないことがあったら先生に聞こうと思った

・自分で書けない児や、できないことは、自分でなやまず人に
聞けばいいと思った。

・この話を聞いてぼくもアルフィーのようにわからない事が
あっても先生に聞いていきたいです

その他 １ ・へたな字でも心がこもっていれば、笑わないで伝わるという
ことが分った。

疑問点 １ アルフィーとミミがどんだけ練習したのかきになった
その他の感想 ３ よかった ２ ・校長先生の誕生日会がしっかりできてよかったです

・アルフィーが先生にきけるようになれたからミミも聞けるよ
うになれたからよかった

その他 １ ・かわいい絵だと思った
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小カテゴリー 件数 発言例

すずちゃんは障
害者

７ 障害がある ３ ・すずちゃんは障害をもっていて、

自閉症 ２ ・すずちゃんは自閉症で、

脳の障害 ２ ・すずちゃんってゆうのうみそに障害がある子が、

自閉症の行動特
性

８ 急に笑う・泣く ３ ・夢の事とか怖かったことを思い出して急に泣いたり、楽
しいことを思い出して急に笑ったり

動きが変 ３ 動きもちょっとおかしかったり

噛みつく ４ ・かんだり、ひっかいたりしちゃう

話せない ３ ・文字とか障害で言葉とかゆえない

スプーンを上手
く使えない

２ ・スプーンであんまりご飯とかすくえなかった

その他 ２ ・感情のコントロールができやん

・６歳やけど、普通に過ごせるために練習しとるけど、１
歳半ぐらいのことしかできない

脳の働き ３ すずちゃんのの
うみそと他との
違い

２ ・すずちゃん自閉症で、人とは違うのうみそがある。

・みんなは、ぴぴぴってのうがちゃんと動いとるけど、す
ずちゃんはぴっぴ、ぴーってへんてこりんになっちゃう障
害みたいなんで１番上(年長)やけど、まだ脳は小さい子み
たい

その他 １ ・のうみそってすごいと思った

周囲の関わり ６ 許してくれる １ ・周りの人たちは噛みついても許してあげたり、嫌なこと
されても許してくれた

仲良くしてくれ
る

２ ・周りのみんなも噛んでも仲良くしてくれてすずちゃんの
中では嬉しい気持ち

パニックへの対
応

１ ・苦しくなると小さい部屋に入れてもらって、先生や友達
が「大丈夫？」って声かけてくれる

その他 ２ ・みんなが優しくして、教えてくれたり、妹みたいにかわ
いがってくれたりしとる
・友達が三輪車を押してくれたり

感謝を伝える
感

４ すずちゃん ４ ・もしすずちゃんがしゃべれたらありがとうと言いたい
・仲良くしてくれたことにありがとうと思っている。

母親 ２ ・遊んでくれたことにありがとう

・すずちゃんのお母さんは先生や友達にありがとうって伝
えたかった

その他 ２ ・最後にはみんなと離れ離れになるけど

・すずちゃんと久しぶりに会ったら忘れとるかもしれんけ
ど、ちゃんと脳は覚えとるから
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発言例

わかりやすい ４ ・のうみそからみんなは早く指示が出るけど、すずちゃんはちょっと遅く出
したりする。
・例えがあってわかりやすかった

わかりにくい ４ ・ぴぴぴってなってないのに(実際に音はきこえない)
・ちょっと違うなり方だけでこんなにものいみその働き方が違うんや

・「のうみそのまんなかへんが、うまれたときからちょっとだけちがうはた
らきかたをしていて」がよくわからない
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苦手 ２ ・字を書くのが苦手だから

・難しい字があったりしたから。他の子は得意やけど、アルフィーは字を書
くのがあんまり得意じゃない

練習不足 ４ ・字の練習をあまりしていなかったから

・まだ字を書くのが慣れていなかったから。人それぞれ書ける・書けないが
違う。アルフィーには難しかった。
・初めて書いたから。(もしくは)前はなぞりながらだったけど今回は違った
から書けなかった。
・練習をそんなにしていなかったから

その他 １ ・自信がなかったから。友達はちゃんとかけていたから
分からない １ ・(よくわからない？) うん

表１ 文章による感想(さかさまになっちゃうの) 表２ あらすじ(すずちゃんののうみそ)

表４ のうみその説明について(すずちゃんののうみそ)

表４ なぜアルフィーは字をさかさまに書いてし
まったのか(さかさまになっちゃうの)

分析結果の表の例
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